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い
く
青
年
と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
任
町
で
は
町
の
生
き
残

り
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
し
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
先
輩
方
が
、
住
み
よ
い
町
、
住
み

た
く
な
る
よ
う
な
町
に
す
る
た
め
に
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新

成
人
の
皆
さ
ん
も
、
そ
の
一
員
と
し
て

ふ
る
さ
と
大
任
町
の
た
め
に
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
方
は
、
た
く
さ
ん
の
夢
や

希
望
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
き
、

社
会
人
の
一
員
と
し
て
立
派
に
成
長
す

る
こ
と
を
町
民
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

家
族
や
友
達
な
ど
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
し
っ
か
り
社
会
人
と
し

て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
生
の
中
で
巡
り
会
う
い
ろ

ん
な
人
た
ち
と
良
き
巡
り
会
い
を
し

な
が
ら
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
さ
ん
が
今
後
大
き
く

成
長
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を

心
か
ら
願
い
、
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま

す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
任
町
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
成

人
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
大
任
町
で
は
、
男
性
33
人
、

女
性
29
人
の
合
計
62
人
が
新
成
人
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し

て
、
社
会
人
と
し
て
い
ろ
ん
な
責
任
と

義
務
が
発
生
し
て
き
ま
す
。
本
当
に

大
変
な
人
生
を
こ
れ
か
ら
迎
え
て
い

く
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今
の
世
の
中

は
本
当
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
社
会
が

動
い
て
い
ま
す
。
そ
の
社
会
の
早
さ
に

し
っ
か
り
と
つ
い
て
い
き
な
が
ら
、
立

派
な
社
会
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
る

さ
と
で
あ
る
大
任
町
の
次
代
を
担
っ
て

永
原
譲
二
町
長
が
成
人
式
で

新
成
人
に
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲記念品を受け取る沖
おき

島
しま

歌
か

音
のん

さん ▲新成人を代表して謝辞を述べた鈴
すず

木
き

貴
たか

大
ひろ

さん ▲懐かしい友との再会を果たした新成人たち

町の明るい未来のために
子育て環境の整備と景観・環境整備に取り組み、
人口減少に歯止めをかける

大任町長 永原譲二

　
本
町
は
明
治
期
以
降
、
当
時
の
主
要
産

業
で
あ
っ
た
石
炭
産
業
に
よ
り
発
展
を
遂

げ
、
日
本
の
経
済
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
人
口
も
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
30
年
代

中
旬
に
は
８
千
９
４
０
人
に
達
し
て
い
ま

し
た
が
、
石
炭
産
業
の
衰
退
と
と
も
に
減

少
を
続
け
、
現
在
も
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
人
口
減
少
の
要
因
は
、
石
炭
産

業
に
代
わ
る
主
要
産
業
の
育
成
が
十
分
に

で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、若
年
層
が
隣
都
市
圏
に
流
出
し
、

現
在
で
は
住
民
の
高
齢
化
と
深
刻
な
過
疎

化
が
進
行
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、

町
外
の
子
育
て
世
帯
の
流
入
お
よ
び
定
住

を
目
的
と
し
た
出
産
祝
金
支
給
制
度
、
平

成
30
年
４
月
よ
り
入
居
開
始
予
定
の
子
育

て
支
援
住
宅（
下
今
任
・
つ
ば
き
団
地
）の

整
備
な
ど
、
子
育
て
支
援
政
策
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
さ
ら
に
推

進
し
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
世

帯
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
大
任
町
と
な
る
た

め
、
現
在
、「
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
」

の
隣
接
地
に
ミ
ニ
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

な
ど
の
遊
具
を
そ
な
え
た
子
ど
も
広
場
の

整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
数
年
の
う
ち
に

は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

子
育
て
世
帯
と
交
流
人
口
の

　
　
　 

さ
ら
な
る
増
加
を
図
る
　

こ
の
子
ど
も
広
場
整
備
の
目

的
は
、
本
町
に
現
在
小
学
校
低

学
年
以
下
の
小
さ
な
お
子
さ
ん

を
対
象
と
し
た
公
園
な
ど
は
あ

り
ま
す
が
、
高
学
年
の
児
童
・
生

徒
の
遊
べ
る
場
所
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
高
学
年
向

け
の
遊
具
を
備
え
る
施
設
を
整

備
し
、
幅
広
い
年
齢
層
の
子
ど
も

達
が
自
由
に
遊
ぶ
場
所
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
大
任
町
の
子
育
て

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
併

せ
て
町
外
と
の
交
流
人
口
を
増

加
さ
せ
、
観
光
的
な
魅
力
も
向

上
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
道
の
駅
周
辺
が
将

来
に
お
い
て
田
川
地
域
の
商
工
・

観
光
の
中
心
地
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

こちら町長室×子ども広場整備事業

昭和 28 年７月１日生まれ。64 歳。
大任町議会議員を 79 年から 90 年まで３期
務める。平成 17 年４月、大任町長選に初当
選。平成 29 年４月大任町長選で再選し４期
目に突入。（旧）田川東高校 （現）東鷹高校卒。
安永在住。現在は、福岡県町村会会長や福岡
県国民健康保険団体連合会理事長、福岡県介
護保険広域連合会連合長を務める。

prof i le
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税の申告が
始まります

　平成29年分所得税と平成30年度町県民税の申告時期に
なりました。期間内での申告をお願いします。

問役場税務課　63・3002
問田川税務署　44・0430

❖申告が必要な人
　平成30年１月１日現在で、大任町に居住している人が
対象となります。収入の有無にかかわらず申告をお願いし
ます。
※国民健康保険や後期高齢者医療保険、介護保険に加入
している人、町営住宅に入居している人は、申告をしない
と保険料や家賃の算定ができません。必ず申告をしてくだ
さい

❖申告の必要がない人
◆給与収入のみの人
一カ所からの給与収入のみで、年末調整の内容に変更が
ない人。
◆年金収入のみの人
年金収入金額が148万円（65歳未満は98万円）以下であ
る人。

〈役場での通常の受付期間〉
とき ところ

２月16日金 ～３月15日木（土･日は除く）

９時～ 16 時
役場１階 多目的ホール

（収入のない人は税務課窓口で受付）

〈役場での休日の受付日〉
とき ところ

３月４日日 ９時 ～ 16 時 役場１階 多目的ホール

〈農業所得収支内訳書の作成受付〉
とき ところ

２月22日木 ～２月23日金
９時～ 15 時

田川農協大任支所

❖農業所得者受付
　農業所得のある人で収支内訳書（農業所得用）の作成を
希望する人は、下記の日程で作成を行い
ます。この日程以外は役場税務課で受け
付けますが、作成に時間がかかることが
あります。できるだけ下記日程での作成
にご協力をお願いします。
※29年中の農業所得に係る収支が分かる
通帳、農協での購買履歴、その他領収書
などを持参してください

〈田川税務署での受付期間〉
とき ところ

２月16日金 ～３月15日木（土･日は除く）

平日 ９時～ 16 時

たがわ情報センター（旧田川東高校跡地）
「田川市番田町２ー１」

※期間中は税務署での相談は行いません。

月　  日金～　 月　　日木

❖ マイナンバーを忘れずに
　申告にはマイナンバーの記載が必要です。申告の際は、
以下のものを必ず持参してください。
◆ マイナンバーがわかるもの
マイナンバーカード（顔写真付きのカード）、マイナン
バー通知カード（顔写真無しのカード）、マイナンバー
記載の住民票など

◆ 本人確認書類
運転免許証、健康保険証、パスポート、身体障害者手帳
など
※扶養親族のマイナンバーも記載する必要がありますの
で、扶養親族のマイナンバーが分かるものも持参してく
ださい

❖ 医療費控除の特例制度
「セルフメディケーション税制」とは
　健診や予防接種などを受けて健康保持・増進に取り組
んでいる人が、昨年１月以降にスイッチOTC医薬品を
一定金額以上購入した場合に所得控除が受けられる平成
33 年までの特例制度です。従来の医療費控除と同時に

申告に必要なもの
① 役場および税務署から送付された申告案内書類（ハガキなど）
② マイナンバーが確認できるもの、本人確認書類
③  印鑑
④  平成 29 年中の収入を証明するもの（給与・年金の源泉徴収票、そのほか収入のわかるもの）
⑤ 事業（農業・不動産）所得のある人は、収入金額が分かる書類や通帳、必要経費の領収書など
⑥ 

 平成 29 年中の保険料の支払証明書（国民年金保険料や生命保険料、地震保険料の控除証明書など）
 ⑦ 障害者控除のある人は、身体障害者手帳など
⑧  医療費控除のある人は、病院・薬局の領収書、セルフメディケーション税制を選択する場合は、健診
    や予防接種などを受けたことを証明するもの
⑨ 

 所得税の還付申告をする人は、本人名義の通帳または口座番号のわかるもの
⑩ その他控除に必要な書類（雑損控除、住宅借入金等特別控除など）

◎確定申告は便利な e-Taxで
　確定申告書の作成は便利な国税庁ホームページ

（www.nta.go.jp）の中の「確定申告書
等作成コーナー」を利用して、e-Tax
または、郵送で田川税務署に提出して
ください。
※郵送の場合、氏名右横に、印鑑
を忘れずに押してください。
郵送先 ⇒ 〒825-0016
　　　　  田川市新町 11 番 55 号　田川税務署
　　　　　　　  問田川税務署　☎ 44・0430

田川税務署からのお知らせ

は受けられませんので注意してください。

◆ 対象者の要件
・所得税や町県民税が課税されている人
・健診や予防接種などを受けて健康保持・増進に取り組
んでいる人
・スイッチOTC医薬品を年間12,000円（上限は88,000
円）を超えて購入している人

◆ スイッチＯＴＣ医薬品とは
・医療用薬品（主に医師が処方する医薬品）からOTC
医薬品（薬局やドラッグストアで販売されている、医師
の処方を受けなくても購入できる医薬品）に転用された
医薬品です。
※ 受付時には混雑しますので、必ず一人分ずつ病院、
薬局ごとに領収書を整理し、計算した上で持参してく
ださい

2018. ２月号 4
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水道料金の値上げにご理解とご協力を
　本町の水道施設が作られてから40年以上が経過し、各水道施設は老朽化が進んでいて、補
修を行いながら使用している状況です。
　施設やポンプを新しくし、各家庭に安定した水を送るため、施設の改築工事を行っています。
※下記の写真は、平成 29 年度から 31年度の３か年計画で、現在、工事に着手している大任町浄水場（成
光）の様子です

新水道料金早見表（税込）
①一般用　　（13mm メーター使用料 110 円含む）　　　　　　　　　 　       単位：円

使用水量
（m3）

0 1 2 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

８m3まで基本料金　1,810円 2,110

10 2,410 2,720 3,020 3,320 3,620 3,930 4,230 4,530 4,830 5,140

20 5,440 5,740 6,040 6,350 6,650 6,950 7,250 7,560 7,860 8,160

30 8,460 8,760 9,070 9,370 9,670 9,970 10,280 10,580 10,880 11,180

40 11,490 11,790 12,090 12,390 12,700 13,000 13,300 13,600 13,910 14,210

50 14,510 14,810 15,120 15,420 15,720 16,020 16,320 16,630 16,930 17,230

９m3 以上は超過水量１m3 ごとに 302 円（税込）ずつ加算

新水道料金は４月水道使用分（５月請求分）から変更になります

　冬の厳しい寒さで水道管
が凍って水が出なくなり、
破損することがあります。
今冬の寒波に注意して、水
道管にも対策をお願いしま
す。
●露出した水道管には、保
温のための保温チューブ

（市販されている）などを巻
いてください。
● メーターボックスには、
砂や布を入れたビニール袋
などを詰めてください。
問水道課　☎ 63・3293

水道管の寒波対策を
心がけよう

　大任町の水道事業を今後
も安定的に維持するために、
水道料金の値上げをお願い
せざるを得ないことになり
ました。今後も、さらなる
経費削減と経営の合理化に
取り組み、今まで以上に安
全・安心な水を安定的に供
給するべく努めてまいりま
す。町民の皆様方のご理解
とご協力をよろしくお願い
いたします。
問水道課　☎ 63・3293

安心・安全な
水を供給するためにも

　　　料金

用途　　　

基本料金（税込） 超過料（税込）
水量 金額 １㎥増すごとに

営業用 20㎥まで   4,244円 302円
大口用 100㎥まで 17,463円 302円
一時用 432円

口径 13㎜ 20㎜ 25㎜ 30㎜ 40㎜ 50㎜以上
使用料 110円 150円 160円 260円 310円 1,150円

※水道料金＝基本料金 +（超過料金×超過水量）+ 量水器使用料 + 消費税
ただし、その額に 10 円未満の端数が生じたときは、切り捨てるものとする
※メーター使用料は変更ありません

メーター使用料（税別）

●料金改定前
基本使用料　＋　メーター使用料　×　消費税（８％）
　   890 円　　　　  110 円　　　　　  1.08　　　　 ＝ 1,080 円
超過料金（９m3 以上）１m3 あたり 176 円×消費税（８％）＝ 190 円
●料金改定後
基本使用料　＋　メーター使用料　×　消費税（８％）
　 1,570円　　　　 110円　　　　     1.08　　　　 ＝1,810円 （８m3 まで）
超過料金（９m3 以上）１m3 あたり 280 円×消費税（８％）＝ 302 円
※その合計額に 10 円未満の端数が生じた場合切り捨てるものとする

被保険者の皆さまへ

　市町村国保の財政運営のしくみは変わりますが、保険税率は引き続き市町村が決定します。また、
医療の受け方は変わりません。保険税の納付や保険給付の申請、各種届出の窓口は、これまでど
おり住まいの市町村で変わりません。

被保険者証等の様式が変わります
　県も国保の保険者となることにともない、被保険者証（保険証）や限度額適用認定証等の様式
が変更になる予定です。
　交付済みの被保険者証は、平成30年４月以降、新様式に順次切り替わります。それまでは、
現在使用している被保険者証を使用できます。医療機関などにかかるときに必要ですので、被
保険者証は大切に取り扱ってください。

※福岡県では、被保険者証について、高齢受給者証と一体化し、各市町村の更新時期を８月に統一する
方向で準備を進めています

変更になる様式一覧（主なもの）

●被保険者証（保険証）

●高齢受給者証

●限度額適用認定証

●限度額適用・標準負担額減額認定証

被保険者証とは

　国保の被保険者である証明書であると同時
に、医療機関や薬局にかかるときに必要です。
70歳から74歳の人には、被保険者証とは別
に高齢受給者証が交付されます（一体化して
いる市町村もあります）。なお、勤務先の医
療保険に加入する場合は、国保の被保険者証
を保険者へ返納する必要があります。

2018. ２月号 6
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　12 月 26 日、道の駅おおとう桜街道でたがわフィルムコミッ
ションのプロモーション動画の撮影が行われました。
　たがわフィルムコミッションは、広域連携事業として昨年４
月に設立されたもので、田川地域の魅力的なロケーションを武
器に、映画やドラマなどのロケ誘致活動やプロモーション活動
を展開しています。現在までに、CM やミュージックビデオな
どのロケ誘致に成功し、メディアにも取り上げられるなど、田
川地域の魅力を幅広く発信しています。なお、今回撮影した動
画は年度末にホームページなどで発信される予定です。

道の駅でプロモーション動画を撮影
たがわフィルムコミッションロケ誘致活動

▼冬を彩るイルミネーションを背景に、多くのシーンが撮影されました

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63･3000

　前回大会に続き、今回も多くの選手が好成績を残しました。
■第18回九州地区空手道選手権大会
▶個人戦型（２位）鶴田真唯　▶個人戦組手（２位）鶴田真唯
▶個人戦型（３位）坂本竜太郎　▶個人戦組手（３位）朝部博海
■第15回筑豊地区新人空手道選手権大会
▶個人戦組手（準優勝）朝部博海・朝部歩海　
▶個人戦組手（３位）前田みりあ　▶個人戦型（３位）朝部歩海
※敬称略。峰集会所で毎週火・木曜日の18時30分から稽古
しています

努力が実を結ぶ
NPO法人日本空手松涛連盟の選手が大会で上位に輝く

▼選手たちは、苦しいときでも大きな声を出して練習に励んでいます

　12 月16 日、今任保育園でそば打ち体験が行われ、園児
27 人が参加しました。この日のそばは、昨年８月に園児たち
が種から育てたものを使用。体験の中では園児から「名人さ
ん」「わぁーすごい」などの声があがり、そばができると美味
しそうに食べていました。
　この活動は「田川 de 寺子屋プロジェクト」の食育プロジェ
クトの一環として取り組まれています。代表を務める原田巌
さんは「どうしたら食べ物ができるのかを伝えたい。そして、
できるまでの仮定を教えたいですね」と話してくれました。

今任保育園の園児たちがそば打ちを体験
「むすんで・ひらいて・そばうって」

▲ベテランの職人が園児たちに包丁の握り方やそばの切り方を説明

　12月15日、大任小学校で６年生を対象に租税教室が行われ、
児童たちが税についての理解を深めました。
　教室では、税の意義や役割などについて説明。学校の黒板
や机、役場、救急車、パトカーなどにも税金が使われているこ
とを話すと、身近な話に児童たちからは、驚きの声があがって
いました。
　また、今回講師として教壇に立った役場税務課の奥和真さん
は「普段の生活の中で税金が使われていることを知り、税をよ
り身近に感じてもらえたらうれしいです」と話していました。

税金が生み出す意義と役割を学ぶ
大任小学校で租税教室

▼身振り手振りを交え、税の必要性や役割について説明する役場職員

　12 月 23 日、道の駅おおとう桜街道で政策研究会や大任
町商工会女性部、役場職員などの協力により、年末もちつき
大会が行われました。
　今回用意されたもち米は４俵。ここでついたもちは、きな
粉もちや酢もちにし、道の駅に訪れ
た人に無料で配られました。もちを
受け取った人からは「やわらかくて
食べやすかった」「温かくておいし
かった」などの声があがりました。

日ごろの感謝を込めて
道の駅で年末もちつき大会

▲永原譲二町長をはじめ多くの関係者が力を合わせ、もちをつきました

　12 月 24 日、道の駅おおとう桜街道もみじ館でクリスマス
コンサートが行われました。コンサートは、100 席以上あった
観客席がほとんど埋まるほどの大盛況。訪れた人は、心躍ら
せる歌声や演奏を楽しみながら聴いていました。
　透きとおる美声を披露した彩夏さん、透明感あふれる音色
を奏でた九州音楽事務所Ｑ

ク オ ン
ｰ on、圧倒的な歌唱力を披露した

原くにこさんなど、豪華ゲストが出演しました。大任町在住の
小中学生もバイオリンとピアノの演奏を披露。来場者からは、
演奏を終えた出演者たちに惜しみない拍手が贈られました。

多くの人の心を惹いた歌声と演奏
道の駅でクリスマスコンサート

▼大任町出身でソプラノ歌手として活躍している原くにこさんも出演

　12 月 26 日、大任球場周辺で田川ホークスの選手たちが
清掃活動を行いました。この活動は、選手たちが日ごろの感
謝の気持ちを込めて、毎年取り組んでいます。今回集まった
ゴミは缶やペットボトルなど計９袋。10 人の選手たちがすみ
ずみまで一生懸命にゴミを拾い、町の清掃活動を行いました。
　主将の大場晴くんは「大任球場があるから僕らは野球がで
きている。このような恵まれた環境でプレーできていること
を当たり前と思わず、日々感謝の気持ちをもって今年１年野
球に打ち込んでいきたいです」と話していました。

清掃活動で大任球場に恩返し
田川ホークスが清掃活動

▲随時、体験や見学を実施しています。未経験者も大歓迎です。

　１月10 日、今任町民会館の茶室で茶道教室の初げいこで
ある初釜が行われました。朝から着付けに精を出し、あでや
かな着物姿に身を包みんだお弟子さん 10 人が参加。茶室で
は、鈴木隆幸先生（峰）が炉に炭をくべる炭点前を披露し、又

ゆう

玄
げん

という抹茶を点
た

て、お弟子さんたちに振る舞いました。和
やかな雰囲気の中、お弟子さんた
ちは茶菓子や濃茶、薄茶を味わい
ながら茶室で新春の風情を楽しん
でいました。

茶室の空間に溢れるおもてなしの心
今任町民会館の茶道教室で初釜

▲作法や手順など、お弟子さんたちに柔らかい口調で説明する鈴木先生

2018. ２月号 8
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Information
　献血に協力をお願いします
　２月 27 日、役場玄関前および道の駅おおとう桜街
道にて献血を行いますので協力をお願いします。
■とき　２月 27 日火　10 時～ 12 時（役場）、14 時
～ 16 時（道の駅）
■ところ　大任町役場 玄関前・道の駅おおとう桜街道
※65 歳以上の人で献血に協力していただける人は、
60 歳～ 64 歳までに献血を経験した人に限ります
問住民課 衛生係　☎63・3003

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　児童養護施設・誠慈学園が、㈶中央競馬馬主社
会福祉財団と㈳九州馬主協会の助成を受けて、ワ
ゴン車を購入しました。
　誠慈学園の園長を務める小松智さんは「多くの
支えがあり、こうして 10 人乗りのワゴン車を購
入することができました。子どもたちのために大
切に使わせていただきます」と話しました。
問誠慈学園　☎ 63・2573

　馬主福祉財団の助成でワゴン車を購入福岡県作業療法県学会
２月17日・18日に福岡県立大学で開催

　２月17 日、18 日に福岡県立大学にて、
リハビリテーション専門職の作業療法士に
よる学会を開催します。また、地域の人も
無料にて参加できる市民公開講座とイベン
トも企画しています。
市民公開講座
■とき　２月18日日　13 時 30 分～15 時
■ところ　福岡県立大学
■講師　副島賢和 氏
■題名　「涙も笑いも、力になる～院内学級
の子どもたちが教えてくれた大切なこと～」
　プロフェッショナルにも出演し、昭和大
学病院入院棟にある特別支援学級「さいか
ち学級」の担任となり、長期入院児童に授
業を行っています。講演では、さいかち学
級の中で大切にされている「子どもたちと
のかかわり方」について講演する予定です。

イベント
■とき　２月17 日土　13 時 40 分～ 17 時
　　　 ２月18 日日　  ９時 30 分～ 15 時
　２日間にてPepperくんや医療・介護ロボッ
ト、リハビリテーションに必要な栄養補助食
品の試食などのブースを出展しています。
問医療法人相生会 宮田病院
☎ 0949・32・3000
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困
り
の
人
へ

所
へ
。

問
福
岡
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

調
整
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
８
０

　

県
で
は
、
自
主
的
に
省
エ
ネ
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

を
募
集
中
で
す
。
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
登

録
し
て
電
気
使
用
量
の
削
減
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
購
入
な
ど
の
エ
コ
活
動
に
取
り

組
ん
だ
世
帯
に
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
使

え
る
最
大
6
千
円
分
の
エ
コ
チ
ケ
ッ
ト

を
抽
選
で
進
呈
し
ま
す
。

■
申
込
方
法（
①
・
②
の
ど
ち
ら
か
一
つ
）

①「
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
サ
イ

ト
」か
ら
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
住
民
課
衛
生
係
で
配
布
し
て
い
る
申

込
書
に
記
載
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課 

衛
生
係　
☎
63
・
３
０
０
３

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
事
業

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川
で
は
、
40
歳
か

ら
の
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　
毎
週
月
曜
日　
10
時
～
17
時

■
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川

■
相
談
内
容　

応
募
書
類
が
書
け
な
い
、

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

面
接
で
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
な
ど

■
対
象
者　
40
歳
～
64
歳
ま
で

■
必
要
な
物　
履
歴
書
、
筆
記
用
具

問
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、
県
知

事
の
認
可
を
受
け
た
自
主
的
な
会
員
組

織
で
す
。
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

援
助
の
下
、
企
業
・
家
庭
・
公
共
団
体
か

ら
仕
事
を
引
き
受
け
提
供
し
ま
す
。　

会
員
は
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
て「
配
分

金
」を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

就
業
や
収
入
の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
60
歳
以
上
で
働

く
意
欲
が
あ
り
、
定
め
ら
れ
た
会
費
を

納
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
田
川
地
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
・
８
９
２
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集

チャレンジデー2018
健康長寿とスポーツを通じた地域コミュニティづくりを目標に

平成30年５月30日水
午前０時 → 午後９時まで

全国一斉開催！

　5月30日、町内全域を対象とした住民参加型スポー
ツイベント「チャレンジデー」が開催されます。大任町
は昨年に引き続き２回目の挑戦となり、前回の参加率
40％を上回る記録を目標に取り組んでいきます。
■とき　５月 30 日水　午前０時～午後９時
■ところ　町内であれば自宅や学校など場所を問わない
■対象者　チャレンジデー当日に実施自治体にいるす
べての人が参加可能（住民以外にその地域で働く人、
通学する人、観光客など）　※年齢・性別は問わない
問大任町チャレンジデー実行委員会（事務局 教育課）
☎63・3110

　15 分間以上続けて運動やスポーツなどで身体を動かした人の数を
集計し、住民の参加率を対戦相手と競い合うイベントです。

チャレンジデーとは

2018. ２月号 10
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　私たちは、昨年から親子で働き始めました。母親であ
る私は、道の駅に勤めて６年目を迎え、多くのことを経験
してきました。息子はまだ１年目ですが、レジでの接客を
通じていろんな人とふれあい、多くのことを学んで、将
来に役立つ勉強をしてほしいと思っています。今後も私
たち親子は、道の駅に来て良かったと思ってもらえるよ
うな接客を心がけ、頑張っていきます。

宮﨑 良美さん（左）
道の駅おおとう桜街道従業員

町と地域をつなぐ糸

　「シカの角」や「イノシシのキバ」「キーホルダー」を作り始め
て今年で10年目を迎え、道の駅へは４年前から出品していま
す。「シカの角」や「イノシシのキバ」は猟友会の活動を通じて
有害駆除で獲ったものを使用し、すべて手作りで加工してい
ます。私の作品へのこだわりは、全体のバランスを整え、作
品になめらかさを出すことです。今後も作品づくりと猟友会
の活動を頑張っていきますので、よろしくお願いします。

作品は一生ものです。
大事に使ってください

親子で働くからこそ分かる
息子の成長、母親の大変さ

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

問道の駅おおとう桜街道 もみじ館　☎63・4430

２月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 １ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 １ 2 3

CD
●がらくた 　　 　　                            桑田佳祐   　　
●Sympathy　　 　　　　　     　　　　　 Chara     　
ＤＶＤ
●ファンタスティックビーストと魔法使いの旅   デイビット・イェーツ    監督
●最高の人生の見つけ方               ロブ・ライナー    監督
●ハチ公物語  　　　　　　　　　　　  神山 征二郎   監督

一般書
●忘れられた巨人 　　　　        カズオ・イシグロ  著
●女の子が生きていくときに、覚えていてほしいこと             西原 理恵子   著
●みそ汁はおかずです             　        　  瀬尾 幸子   著 
児童書
●おんなじおんなじももんちゃん　       　とよた かずひこ   作
● 室町時代のサバイバル　　　　　　　　　　   河合 敦  監
● ルラルさんのだいくしごと　　　   いとう ひろし  作

vol .109 

▼親子３代で消防団に入団していて、町の安全のために尽力しています

子ども会での活動が将来につながるように
　「子は親の背中をみて育つんやきね」と子育てに対する思
いを話してくれたのは、鈴木光広さん。長年、子ども会指
導者として行事や各種会議に積極的に参加していて、健全
な青少年の育成および地域に対して大きな役割を果たして
います。また昨年は「青少年育成功労者表彰」や「田川郡子
ども会活動功労者表彰」を受賞しました。現在は「大任町子
ども会育成連絡協議会副会長」や「道善子ども会育成連絡会
会長」などを務めています。
　鈴木さんに子どもに関わる活動をはじめたきっかけを聞く
と「私は小さいときに子ども会に入っていて、楽しい思い出
をたくさん作らせてもらいました。だからこそ今度は、私た
ち大人が子どもたちに楽しい思い出を作ってあげないとい
けないと思ったんです。それに子どもは可愛いので、活動
にも自然と力が入りますね」と笑顔で話してくれました。
　その一方で課題もあります。それは、町内に子ども会が
４つしかないこと。以前に比べ、子ども会の数が大きく減っ
てしまいました。そのため田川郡で開催される大会などには、
チーム数が足りないため出場することができないのが現状
です。この状況について鈴木さんに尋ねてみると「可能であ
るなら、行政区で子ども会の活動をもっと増やしてほしいで
す。それに子ども会での活動はただ楽しむだけでなく、協
調性を育むことや地域の人とのかかわりなど、学校では補
いにくい面を学ぶことにつながります。また勉学においては、
永原町長が導入したおおとう未来塾や電子黒板、学校の先
生たちの懸命な授業のおかげで補うことができていると思
うので、やはり子ども会の活動を増やすことで、より一層子
どもたちの将来に生きてくると信じています」と話してくれ
ました。
　最後に鈴木さんは「子どもたちが成長したときに、子ども
会での活動をしていてよかったと思えるような内容ある活動
をしていきたいと思っています。今後とも、町民の皆さまの
ご理解とご協力をお願いします」と話してくれました。

　鈴木 光広さん （道善）

クローズ・アップ

−道善子ども会育成連絡協議会会長− vol .136

鈴木松雄さん

　12月４日、これまで人権について学習したことを学年ごと
に発表しあって、人権意識や表現力を高める取り組みとして

「人権集会」を行いました。
　まず、全員で「今任っ子人権宣言」を唱和し、続いて、１年
生は手話を交えて「せかいがひとつになるまで」を元気よく歌
いました。２年生はどうすれば明るい優しいにこにこ２年生
になれるかを考えて「クレヨンのくろちゃん」という劇をしま
した。３年生は人権学習から支え合うことの大切さに気付き

「みんなちがって、みんないい」を朗読しました。４年生は車
いす体験やアイマスク体験を通じて障がいのある生活の困難
さに気付き、助け合う大切さを劇やクイズで発表しました。
５年生は「みんなが気持ちよく過ごせるために」言葉の大切さ
に気付き、劇と「ありがとうの花」の合唱をしました。６年生
は修学旅行の「平和学習」で学んだ事をプレゼンテーション
して平和の大切さを訴えました。最後に「手をつなごう」を全
員で合唱して「人権集会」を締めくくりました。
　一人ひとりが元気よく発表でき、全員がしっかりと受けと
める事のできた、よい学びの場となりました。

「人権集会」で学びました

教 育 信通 今 校学任 小

　３月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切りは２月９日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

問教育委員会 学校教育係　☎63・3110

ち ゃ ん １歳
Ｈ29年２月24日生まれ

不動・女の子

宮﨑 扇史さん（右）

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

※蔵書点検のため、21日～ 28 日
が休室日となっています。

2018. ２月号 12
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   12 件（120 件）
●人身事故   ０件 （30 件）
●死亡者数   ０件 （０ 件）
●負傷者数   ０件 （49 件）

（　）内は平成 29 年の累計

交通事故発生状況（12 月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（12 月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 １件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

 ２月行事予定表 如月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 29 30 31 １ ２ ３
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

町内小学校
入学説明会

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【 多 目的 13 時 30 分
〜 14時30分】

11 建国記念の日 12 振替休日 13 14 バレンタインデー 15 16 17
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

 

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

少年の主張田川
地区大会

【レインボーホール】
※詳細は15ページ

18 19 20 21 22 23 24
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

食生活改善推
進員講座

【調理室 10時30分〜
15時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

「ブックスタート」開始

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

大任小・今任小
６年生を送る会

25 26 27 28 1 2 3
ロコモ若返り
教室

【 集 会 室 13 時 30 分
〜 15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

献血
【役場 10時〜】
※詳細は11ページ

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

２ヵ月児親子家庭
訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 要予約
時間】

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●第４回今川流域市町村連絡協議会環境講演会

■とき
２月10日土　受付：13時30分　開演：14時15分
■ところ　添田町オークホール
■講演団体　ふくおかの川と水の会
■主題　「ふくおかの川と水の会の活動について」
■入場料　無料
■内容　今川流域市町村協議会とは、平成25年８月
６日に今川の自然を守り、豊かな水環境を後世に残す
ため、流域４市町村（添田町・赤村・みやこ町・行橋市）
によって結成された協議会です。
　今回、今川流域および近隣の河川保護活動を行っ
ている、各種団体との連携と情報交換を図り、活動が
今後も引き続き自主的かつ活発な取り組みになるよう、
支援策を協議するとともに水環境のさらなる意識啓発
と情報共有を図るため、各河川保護団体などを招き、
専門的知識を深めることを目的に環境講演会を実施し
ます。
問添田町役場 保健福祉環境課　☎82・1232

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●上野焼バレンタインちょこ展

■とき　２月１日木～ 14日水　10時～ 17時
■ところ　上野焼陶芸館
■入場料　無料
■内容　毎年好評の上野焼バレンタインちょこ。大切
な人への贈り物に、自分へのプレゼントに、ぜひお気
に入りの一品を探してみてください。
問上野焼協同組合　☎28・5864

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

（平成 29 年 12 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,686 人  （－４）   742 人（±０） 2,428 人（－４）
女 1,698 人  （＋２） 1,116 人（－２） 2,814 人（±０）
計 3,384 人（－２） 1,858 人（－２） 5,242 人（－４）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,502 世帯（ー５）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
１
月
７
日
に
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
成
人
式
の
様

子
で
す
。
今
年
は
62
人
中
39
人
の
新
成

人
が
華
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
町

内
外
か
ら
出
席
。
会
場
で
は
、
旧
友
や

恩
師
た
ち
と
の
再
会
に
歓
喜
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
原
町
長
を
は
じ
め
多

く
の
方
か
ら
の
祝
福
と
激
励
の
言
葉
を

受
け
た
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
鈴
木

貴
大
さ
ん（
峰
）が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、

軽
食
を
食
べ
な
が
ら
会
話
を
楽
し
ん
だ

り
、
久
々
の
再
会
に
新
成
人
の
顔
か
ら

は
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
先
日
、
元
旦
の
朝
か
ら
家
族
３
人
で
３

社
参
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
駐
車
場
か

ら
神
社
ま
で
歩
い
て
い
る
と
、
や
は
り
多

い
の
は
カ
ッ
プ
ル
。
そ
れ
を
見
た
両
親
か

ら
は「
い
つ
に
な
っ
た
ら
彼
女
で
き
る
ん

か
」と
言
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
恋
み
く
じ
へ
。

み
く
じ
の
結
果
は
、「
幸
せ
な
恋
を
叶
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
日
常
生
活
を
過
ご
し

て
い
る
と
、
あ
る
日
突
然
私
に
春
が
…
。

人
生
と
は
、
先
が
分
か
ら
ず
お
も
し
ろ

い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
勇
輝
）

31日水
町県民税

第４期納期限

31日水
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
第７期納期限

28日水
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
第８期納期限

16日金
所得税・住民税
確定申告受付

（３月15日まで）

14日水～ 16日金
大任中３年生期末考査

21日水～ 23日金
大任中１・２年生期末考査

　昨年 12 月にレインボーホールで行われた「第 30 回大任町少年の主張大
会」。この主張大会の中で「税金のおかげで」を発表した大任中学校２年生

の岩下颯太さんが、町の代表としてレインボーホー
ルで行われる「第 24 回少年の主張田川地区大会」
で発表します。
■とき　２月17日土　受付：９時 30 分　開場：10 時
■ところ　レインボーホール
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

町を代表して岩下颯太さんが出場
第 24 回少年の主張田川地区大会

２/17
土

開催

16日金
弁護士出張
無料相談

【視聴覚 13時〜16時】
※事前申し込み必要

　４月８日に開催される「第 28 回花としじみの里おおとうマラソン」の参加
者を募集します。大勢で桜吹雪が舞う春の桜街道を駆け抜けてみませんか。
　参加申込書は、役場や道の駅、レインボーホールなどに置いています。
また、参加希望者には申込書を郵送します。
■とき　４月８日日（雨天決行）
■ところ　大任町 B&G 海洋センター（大任町大字大行事 3096 番地）
■参加資格　２歳以上で、自力で完走できる人
■参加料　一般：3,000 円　高校生：1,000 円　中学生以下：無料
※申し込み後は、参加料の返金はできません
■申込期限　２月 28 日水
※詳しくはホームページをご覧ください
問総務企画財政課 おおとうマラソン事務局　☎ 63・3000

参加申し込みは２月 28 日水（必着）まで
第 28 回花としじみの里おおとうマラソン

４/８
日

開催

22日木～ 23日金
農業所得収支受付

（田川農協大任支所９時〜 15時）
※大行事と今任原で

日付を分けていません

2018. ２月号 14
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今
回
提
出
す
る
議
案
は
、
議
案
第

48
号「
大
任
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」か
ら
議
案
第
57
号

「
平
成
29
年
度
大
任
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」ま
で
の
10

議
案
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委

員
会
へ
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
今
回
、
受
理
し
た
請
願
書
、
陳
情

書
及
び
一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
次
谷
隆
澄
）

○
９
月
22
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
29
年
第
２
回
田
川
地
区
斎
場
組

合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
御
報
告
致

し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、「
副
議
長
の
選

挙
」に
つ
い
て
は
、
糸
田
町
議
会
、

城
島
信
幸
議
員
、「
副
管
理
者
の
選

任
」に
つ
い
て
は
、
大
任
町
長
、
永

原
譲
二
氏
、「
監
査
委
員
の
選
任
」に

つ
い
て
は
、
添
田
町
議
会
、
田
中
正

議
員
に
決
定
し
ま
し
た
。

おおとう
　　議会報告

2017

12
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 平成 29 年 12 月定例会が 12 月 15 日
から 19 日までの５日間の日程で開会さ
れましたので、その審議内容と結果をご
報告いたします。

 ( 15 日 ) の審議経過

記

　12 月　15 日 　議会本会議 （出席者 11名、欠席者０名）
　　　　　     　（議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　12 月　15 日　総務常任委員会（大任町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　   について等の審査）
　12 月　18 日　 地域振興常任委員会（大任町総合福祉センター等の設置及び管理運営に関する
　　　　　　　　条例の一部を改正する条例について等の審査）
　12 月　19 日  　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者１名） 
　　　　　　　（各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
２
番
、
永
原
髙
文
君
及
び
３

番
、丹
村
咲
男
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
12
月
15
日
か

ら
19
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
、
陳
情
書
に
つ
い
て
は
あ

り
ま
せ
ん
。

２
、一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
11
月
１
日「
主
要
地
方
道
香
春
八

女
線
国
道
昇
格
促
進
期
成
会
・
合
瀬

耳
納
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
促
進
期
成

会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
主
要
地
方
道
香
春

八
女
線
国
道
昇
格
促
進
、
合
瀬
耳

納
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
促
進
に
つ
い

て
、
九
州
地
方
整
備
局
並
び
に
福
岡

米丸年一 議長 毛利英文 副議長

佐々木次男 議員

松下太 議員

宮本孝一 議員 田中良幸 議員永原髙文 議員

丹村咲男 議員 坂本年行 議員

次谷隆澄 議員

奥永明正 議員

県
土
整
備
部
へ
の
要
望
活
動
で
あ
り

ま
し
た
。

○
11
月
８
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議

長
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
田
川

郡
町
村
議
会
議
長
会
事
業
報
告
及

び
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
外
５

件
の
協
議
事
項
を
協
議
し
閉
会
し
ま

し
た
。

○
同
じ
く
11
月
８
日「
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
研
修
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
長
野
県
塩
尻
市
役

所
、
情
報
政
策
次
、
金
子
春
雄
氏
を

講
師
に
招
き
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
鳥
獣
被
害
対
策
の
実
践
と
自
治
体

デ
ー
タ
の
活
用
」を
テ
ー
マ
に
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
12
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議
会

運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご
報

告
致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

12
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
５
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
28
年
度
経
過
月
分

の
出
納
検
査
報
告
、
認
定
第
１
号

平
成
28
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。
議
案

第
７
号「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
」歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
４
百
94
万
５
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
千
５
百
32
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　
　
（
田
中
良
幸
）

○
10
月
26
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
29
年
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会
第
２
回
臨
時
会
に
つ

い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
、

本
町
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
、
し
尿

処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負

業
者
報
告
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
、
地
権
者
と
の
用
地
交
渉

の
完
了
及
び
今
後
の
計
画
報
告
、
埋

立
処
分
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
同
意
第
１
号　

監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
は
、
香
春
町
議
会
議
長
、

水
上
信
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４
～
日
程
第
13

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
48
号　

大
任
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
49
号　

大
任
町
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
51
号　

大
任
町
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
議
案
第
54
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
50
号　

大
任
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
52
号　

大
任
町
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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19 2018. ２月号

総務常任委員会
15 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

の
報
告

※「
議
会
事
務
局
」議
会
初
寄
り
日
程

の
報
告

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
宮
本
委
員　

12
月
議
会
で
保
育

料
の
助
成
に
つ
い
て
、
試
算
を
し
て

く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
答
弁
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

保
育
料
の
助
成
が
他
町
村
に
比
べ

た
ら
、
大
任
町
は
低
い
の
で
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
子
育
て
支

援
住
宅
は
、
町
外
者
を
受
け
入
れ
る
支

援
で
あ
り
、
町
内
者
の
子
育
て
支
援
の

方
々
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な
面
で
や

は
り
助
成
を
し
て
頂
き
た
い
。
町
外
へ

出
て
行
く
人
を
な
く
す
た
め
に
も
、
保

育
料
の
助
成
を
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い

と
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
で

調
査
し
た
、
福
智
町
、
外
４
か
町
村
を

調
べ
た
内
容
の
中
で
も
、
大
任
町
は
助

成
が
低
い
の
で
、
子
育
て
支
援
の
た
め

に
も
、
是
非
、
助
成
を
お
願
い
し
ま
す

と
い
う
こ
と
で
、
前
回
、
担
当
課
に
試

算
を
報
告
す
る
よ
う
に
言
っ
て
く
だ
さ

い
と
お
願
い
し
て
、
本
日
の
委
員
会
で

前
回
の
回
答
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
住
民
課
長　

９
月
定
例
会
に
お

い
て
、
保
育
所
に
５
歳
児
を
預
け
た

場
合
で
、
世
帯
の
収
入
が
５
８
０
万

円
、
４
９
０
万
円
、
３
５
０
万
円
、

２
３
０
万
円
の
ケ
ー
ス
で
は
、
本
町

の
保
育
料
が
他
町
村
よ
り
高
い
の
で

は
な
い
か
と
の
ご
質
問
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
階
層
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
の
ご
質
問
の
と
お
り
本
町
の
保
育

料
が
赤
村
・
福
智
町
・
香
春
町
の
３

町
村
よ
り
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
田
川
地
域
の
状
況
を
調
べ
ま
す

と
預
け
る
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
住
民

税
の
所
得
割
額
に
よ
っ
て
は
、
添
田

町
・
川
崎
町
・
糸
田
町
そ
し
て
田
川

市
の
方
が
本
町
よ
り
も
高
い
階
層
が

あ
り
ま
し
た
。

　
担
当
課
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ

う
い
っ
た
階
層
を
踏
ま
え
て
、
何
歳

児
の
ど
の
階
層
を
ど
の
く
ら
い
に
設

定
す
れ
ば
よ
い
か
、
例
え
ば
ど
の
階

層
も
一
律
に
定
額
で
下
げ
る
か
あ
る

い
は
定
率
で
下
げ
る
か
、
他
よ
り
安

い
階
層
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
下
げ
る

の
か
な
ど
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
町
が
助
成

を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
保

護
者
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
の
で
す

が
、
町
の
財
政
に
負
担
が
か
か
る
の

で
様
々
な
ケ
ー
ス
で
試
算
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
日
の
新
聞

報
道
に
政
府
の
閣
議
決
定
で「
人
づ

く
り
革
命
」「
生
産
性
革
命
」の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
、
平
成
31

年
４
月
か
ら
５
歳
児
を
中
心
に
一
部

で
無
償
化
を
始
め
る
と
い
う
国
の
動

き
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
動

向
も
鑑
み
て
、
町
長
、
副
町
長
、
財

政
当
局
と
ご
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

と
言
う
こ
と
は
、
２

年
間
は
待
っ
て
く
だ
さ
い
よ
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

そ
の
よ
う
な
部
分
も

含
め
て
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
宮
本
委
員　

他
町
村
よ
り
大
任
町

が
安
い
部
分
を
、
更
に
安
く
し
て
ほ

し
い
と
は
一
切
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
も
あ
っ
て
当
然
で
す
。
そ

の
中
で
も
、
子
育
て
支
援
と
し
て
大

任
町
か
ら
他
の
市
町
村
に
流
出
し

な
い
た
め
に
も
、
町
内
者
の
方
を
優

先
し
た
中
で
、
そ
う
い
う
部
分
を
改

善
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
他
町
村
の

資
料
を
寄
せ
た
中
で
、
こ
の
部
分
の

大
任
は
高
い
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
、
助

成
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
安
い
部
分
を
ま
だ
安
く
し
な
さ

い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
の
と
こ
ろ
を
事
務
的
な
ご
負
担
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
、
３

月
議
会
で
回
答
を
出
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
他
か
ら
も
言
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
１
月
に
入
っ
た

ら
、
各
保
育
所
の
受
付
が
始
ま
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
段
階
で
あ
る
程
度
、

子
育
て
支
援
の
親
に
対
し
て
回
答
を

出
来
る
よ
う
な
、
３
月
議
会
で
は
、

是
非
、
回
答
が
頂
き
た
い
で
す
。

○
浦
野
副
町
長　

分
か
り
ま
し
た
。

町
長
と
十
分
協
議
の
上
、
回
答
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

当
然
、
単
費
は
出
る

と
思
う
け
ど
、
他
の
町
村
も
単
費
を

出
し
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
民
主

党
に
代
わ
っ
た
時
期
に
、「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」と
い
う
こ
と
で
、

要
す
る
に
自
民
党
が
こ
の
頃
天
下
を

取
っ
た
け
れ
ど
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

方
に
か
な
り
動
い
て
ま
す
ね
。
こ
の

ハ
ー
ド
事
業
と
い
う
の
も
経
済
効
果

を
生
み
出
す
と
思
い
ま
す
が
、
や
は

り
こ
れ
だ
け
少
子
高
齢
化
の
時
代
だ

か
ら
、
特
に
、
子
ど
も
さ
ん
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
は
、
大
任
町
と
し

て
力
を
入
れ
て
欲
し
い
わ
け
で
す
。

全
国
津
々
浦
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村

が
独
自
で
行
っ
て
ま
す
の
で
、
福
岡

県
の
町
村
会
の
会
長
で
あ
り
ま
す
の

で
、
率
先
し
て
や
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

今
、
野
焼
き
と
か
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
が
剪
定
と
か

草
刈
り
を
し
た
草
木
を
ゴ
ミ
と
し
て

出
し
て
も
ゴ
ミ
袋
で
は
取
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
。
業
者
み
た
い
に
ト
ラ
ッ
ク

等
で
運
べ
ば
い
い
け
ど
個
人
で
は
で

き
な
い
の
で
、
個
人
の
草
木
の
処
分

で
き
る
方
法
を
お
聞
き
し
た
い
。

○
住
民
課
長　

過
去
剪
定
し
た
枝

や
草
な
ど
を
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し

た
も
の
が
原
因
で
パ
ッ
カ
ー
車
が
故

障
し
、
そ
の
修
理
の
た
め
に
通
常
の

業
務
に
支
障
を
来
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
ゴ
ミ
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
悪
質

な
例
で
は
、
段
ボ
ー
ル
に
包
み
込
ん

で
出
し
、そ
れ
が
挟
ま
っ
て
パ
ッ
カ
ー

車
が
壊
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
焼
却
場
に

に
つ
い
て

・
議
案
第
53
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
55
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
56
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
57
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

審
査
内
容

・
議
案
第
48
号　

大
任
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
地
方
公
務
員
育
児
休

業
法
改
正
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
49
号　

大
任
町
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
51
号　

大
任
町
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
大
任
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
の
取
り
扱
い
を
変
更

す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
田
中
委
員　

多
目
的
広
場
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
す
る
場
合
に
は
、
少
人

数
で
も
10
人
、
多
く
て
40
人
と
な
り

ま
す
が
、
使
用
料
は
１
回
の
料
金
で

い
い
の
で
す
か
。

○
教
育
課
副
課
長　

利
用
人
数
が
少

な
く
て
も
多
く
て
も
1
回
で
す
。
た

だ
し
、
午
前
、
午
後
と
使
用
し
た
場

合
は
、
午
前
1
回
、
午
後
1
回
分
の

使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

○
田
中
委
員　

町
内
者
、
町
外
者
も

何
人
か
入
っ
て
い
る
チ
ー
ム
が
あ
る

が
、
申
込
者
が
町
内
者
で
あ
れ
ば
使

用
料
は
、
町
内
者
使
用
料
で
い
い
の

で
す
か
。

○
教
育
課
副
課
長　

町
内
者
使
用
料

に
な
り
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
54
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
千
７
百
17
万
３
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
56
億
９
千
６
百
67
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

寄
附
金
80
万
円
追

加
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
収
入
が
主
だ
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
、
総
務
費
の
企
画
費
の

中
で
76
万
９
千
円
、
こ
れ
は
何
か
と

言
っ
た
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務

代
行
分
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
計

算
を
す
る
と
、
納
税
と
し
て
は
残
っ

て
い
な
い
よ
う
な
計
算
に
な
り
ま
す

が
、
こ
ん
な
に
業
務
代
行
分
を
か
け

る
の
で
あ
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

増
や
さ
な
い
と
。
例
え
ば
、
80
万

円
が
８
０
０
万
円
に
な
っ
て
も
、

76
万
９
千
円
と
い
う
業
務
代
行
分
は

か
か
る
の
で
し
ょ
う
。

○
総
務
企
画
財
政
課
企
画
係
長　
　

　

当
初
予
算
の
中
で
、
支
出
分
の
額

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
必
ず
し
も
こ

の
80
万
円
に
対
し
て
の
金
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し

て
は
、
実
際
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
っ

て
き
た
分
は
、
代
行
手
数
料
と
総
務

省
通
達
に
よ
り
３
割
以
内
と
い
う
こ

と
で
、
大
任
町
も
返
礼
品
を
３
割
と

し
て
、
そ
こ
に
送
料
、
そ
し
て
業
者
へ

の
代
行
手
数
料
と
い
う
こ
と
で
、
６

割
く
ら
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

入
に
対
し
て
約
６
割
が
支
出
と
し
て

出
て
く
る
形
に
は
な
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　

５
９
０
万
２
千
円
と

い
う
の
が
、
最
終
的
に
業
務
委
託
料

に
な
る
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
企
画
係
長　

ふ

る
さ
と
納
税
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
支
出
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税
は
し

て
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
訳
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
、
高
額
な
経
費
を
支
出

す
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

○
総
務
企
画
財
政
課
企
画
係
長　

例

え
ば
、
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
金
が
48
万
３
千
円
で
、
過
去

９
年
間
で
一
番
金
額
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
８
月
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
け
付
け
を
始
め

た
関
係
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
分
だ

け
で
、
現
時
点
で
１
２
０
万
円
入
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
も
、
12
月

が
駆
け
込
み
時
期
で
す
の
で
、
12
月

に
入
っ
て
か
ら
も
１
０
０
万
円
を
超

し
て
お
り
ま
し
て
、
今
、
毎
日
５
万

円
、
10
万
円
、
週
末
だ
と
20
万
円
、

30
万
円
入
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

寄
附
金
の
６
割
位
は
出
て
い
き
ま
す

が
４
割
位
は
残
り
ま
す
の
で
、
結
果

と
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
も
収
入
と

し
て
は
増
え
て
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※「
総
務
課
企
画
財
政
課
」消
防
出
初

式
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
日
程

の
報
告

※「
教
育
課
」大
任
町
成
人
式
、
少
年

の
主
張
田
川
大
会
日
程
の
報
告

※「
議
会
事
務
局
」議
会
初
寄
り
日
程
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審
査
内
容

・
議
案
第
50
号　

大
任
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
及
び
管
理
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
大
任
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
の
取
り
扱
い
を
変
更

す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
52
号　

大
任
町
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
今
後
の
水
道
事
業
の
適

正
な
運
営
を
図
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
53
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
町
道
と
し
て
、
桜
木
２

号
線
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
55
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
千
１
百
94
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
億
７
千
８
百
58
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
56
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
億
４
千
４
百
46
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
24
億
８
千
９
百
26
万
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
57
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び
支
出

そ
れ
ぞ
れ
１
百
44
万
８
千
円
を
追
加

し
、
収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
億
９
千
３
百
38
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と
同

じ
で
す
の
で
19
ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い

ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
坂
本
委
員
長　

他
に
あ
り
ま
せ
ん

か
。
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
他
に
当
委

員
会
で
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
毛
利
委
員　

10
月
の
衆
議
院
選
挙

の
時
と
思
い
ま
す
が
、
第
４
投
票
所

が
車
い
す
で
は
入
れ
な
い
の
で
投
票

に
行
け
な
い
、
行
か
な
い
と
い
う
声

を
聞
き
ま
し
た
の
で
、
私
た
ち
が
現

状
を
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
や
は
り

車
い
す
で
は
４
、５
人
で
か
か
え
て

い
か
な
け
れ
ば
投
票
箱
の
前
ま
で
は

行
け
な
い
と
い
う
状
態
で
し
た
。
選

挙
は
唯
一
の
平
等
な
国
民
の
権
利
で

す
。
対
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
る
の

か
と
、
他
の
投
票
所
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

後
日
投
票

日
に
そ
う
い
う
事
を
耳
に
し
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
副
町
長
と
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
次
回
の
選
挙
か
ら
は
、

車
い
す
用
の
ス
ロ
ー
プ
が
レ
ン
タ
ル

で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
設

置
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
他

の
状
況
で
す
が
、
第
１
、
第
３
投
票

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
車
い
す
で
の

乗
り
入
れ
は
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
２
、
第
４
投
票
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
員
が
申
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ

う
に
、
車
い
す
で
の
投
票
に
つ
い
て

は
、
困
難
が
生
じ
て
い
る
よ
う
な
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い

ま
す
。

○
毛
利
委
員　

現
状
と
し
て
ス
ロ
ー

プ
は
ど
う
い
う
形
で
行
う
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

介
護
施
設

用
品
等
で
自
宅
に
入
る
場
合
に
、
車

い
す
用
の
簡
易
的
な
ス
ロ
ー
プ
が
レ

ン
タ
ル
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
設
置

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、

常
時
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

購
入
す
る
な
ど
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
毛
利
委
員　

第
４
投
票
所
の
玄
関

は
狭
い
け
ど
、
大
丈
夫
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

第
４
投

票
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
も
選
挙

で
従
事
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

現
状
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
り
、

設
置
可
能
で
す
。
そ
れ
と
再
度
、
現

地
確
認
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

し
尿
処
理
施
設
が
完

成
す
る
の
は
、
平
成
32
年
と
聞
い
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
事
業
が
始

ま
る
訳
で
、
バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
数
が

か
な
り
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
確
か

で
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
近
所
の
方

に
悪
臭
で
迷
惑
が
か
か
る
の
で
は
な

い
で
す
か
。
そ
の
悪
臭
を
消
す
装
置

又
は
薬
品
等
で
悪
臭
を
変
え
ら
れ
る

よ
う
な
装
置
が
あ
り
ま
す
か
、
お
聞

き
し
ま
す
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　

バ
ッ
キ
ュ
ー
ム
車
の
悪
臭
に

つ
い
て
の
ご
質
問
と
い
う
こ
と
で
、

今
奥
永
議
員
さ
ん
が
申
さ
れ
ま
し
た

香
り
を
加
え
て
悪
臭
を
消
す
と
い
っ

た
消
臭
の
方
法
は
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
で
、
悪
臭
の
出
る
バ
ッ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
の
構
造
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
、
バ
ッ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
と
い
う
の

は
、
タ
ン
ク
内
の
空
気
を
強
制
的
に

排
出
し
て
吸
引
を
行
う
と
い
う
構

造
で
、
糞
尿
の
吸
引
時
に
ひ
ど
く
悪

臭
が
漂
う
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
現
在
の
バ
ッ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
に
、
消
臭
装
置
を
付
け
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
燃
焼
装
置
を
付

け
て
、
悪
臭
を
燃
焼
装
置
で
燃
や

す
と
い
っ
た
こ
と
で
消
臭
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
臭
う
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
真
空
ポ
ン
プ
の
潤
滑
剤
に

先
ほ
ど
議
員
さ
ん
が
申
さ
れ
ま
し

た
、
香
水
の
原
理
を
利
用
し
て
悪
臭

の
成
分
の
中
に
ご
く
僅
か
に
香
り
の

成
分
を
混
ぜ
る
と
い
い
香
り
に
感
じ

る
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の

悪
臭
を
甘
い
匂
い
に
変
え
る
と
い
っ

た
こ
と
が
、
現
在
、
悪
臭
の
消
臭
方

法
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
東
部
の
業
者
の
中
で
も
こ
う

い
っ
た
試
験
的
に
薬
剤
を
入
れ
て
、

消
臭
を
や
っ
て
み
た
と
い
う
例
も
ご

ざ
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

薬
品
で
悪
臭
を
変
え

る
ん
で
す
か
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　

完
全
な
消
臭
が
で
き
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
の
成
分
を
加
え
て
、
い

い
香
り
に
感
じ
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
の
悪

臭
対
策
に
関
し
ま
し
て
は
、
施
設
の

建
設
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
施

設
建
設
の
前
に
平
成
26
年
度
中
に
周

辺
の
環
境
影
響
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
の
施
設
も
当
然
で
す

が
、
バ
ッ
キ
ュ
ー
ム
車
が
相
当
な
台

数
、
現
在
、
田
川
市
郡
で
許
可
を
受

け
て
い
る
の
が
94
台
あ
り
、一
日
に
３

往
復
～
４
往
復
す
る
と
、
６
０
０
台

以
上
の
往
復
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
て
、
悪
臭
対
策
に
つ
い

て
は
、
し
尿
運
搬
業
者
の
対
策
は
き

ち
っ
と
取
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
悪
臭

に
対
す
る
香
り
に
変
え
て
、
周
辺
の

住
民
に
悪
臭
公
害
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
な
対
策
は
今
後
取
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

そ
れ
で
は
、
全
社
に

そ
の
事
業
が
始
ま
る
ま
で
に
取
り
付

け
る
よ
う
に
、
規
則
、
規
約
に
織
り

込
ん
で
徹
底
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
お
願
い
し
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

事
業
課
長
に
お
伺

い
し
ま
す
。
町
道
の
清
掃
に
つ
い
て

で
す
が
、
清
掃
を
さ
れ
て
い
る
距
離

は
か
な
り
長
い
と
思
い
ま
す
が
、
年

間
を
通
じ
て
重
点
的
に
清
掃
さ
れ
て

い
る
場
所
は
ど
う
い
っ
た
所
で
距
離

は
、
何
キ
ロ
く
ら
い
あ
る
ん
で
す
か
。

○
事
業
課
長　

現
在
町
道
の
除
草
作

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
臨
時
職
員
４

名
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
任
方
面

と
大
行
事
方
面
、
２
名
一
組
に
分
か

れ
て
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
夏
場
等
の
暑
い
時
期

に
は
除
草
作
業
が
追
い
付
か
な
い

場
合
に
は
、
事
業
課
の
職
員
が
出
て

行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
町

道
の
全
長
で
す
が
、
約
１
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し
て
、
除
草
作
業

の
範
囲
は
、
全
長
の
約
６
割
程
度
で

ご
ざ
い
ま
す
。
一
日
の
作
業
量
に
し

ま
す
と
、
除
草
の
量
や
場
所
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
約
１
５
０
メ
ー

タ
ー
位
で
す
。
主
に
通
学
路
や
見
通

し
の
悪
い
箇
所
、
交
通
量
の
多
い
箇

所
を
重
点
的
に
行
っ
て
、
年
間
３
、

４
回
行
う
箇
所
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
延
長
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
は
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

○
奥
永
委
員　

東
部
縦
貫
道
の
掃
除

と
野
球
場
周
辺
、
建
徳
寺
周
辺
が
か

な
り
落
ち
葉
や
草
、
土
砂
な
ど
が
落

ち
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
の
で
、

臨
時
で
や
る
の
は
か
な
り
む
ず
か
し

い
と
思
う
の
で
す
が
、
町
長
に
お
伺

い
し
ま
す
が
、
清
掃
車
の
導
入
な
ど

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

○
永
原
町
長　

清
掃
車
を
町
が
購
入

し
て
清
掃
を
し
て
い
る
町
村
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
県
は
道
路
な
ど
を
清

掃
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

○
事
業
課
長　

県
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

○
坂
本
委
員
長　

一
例
で
す
が
、
田

川
市
の
場
合
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
行
っ
て
い
ま
す
。
田
川
市
の
職
員
で

他
町
村
の
方
も
い
ま
す
が
、
田
川
市

地域振興常任委員会
18 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

直
接
持
ち
込
め
ば
処
理
を
し
て
く
れ

る
の
で
す
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
持
た

な
い
人
は
ど
う
す
る
の
か
な
ど
検
討

す
る
余
地
が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
集

方
法
等
に
つ
い
て
は
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

確
か
植
木
を
剪
定
し

た
物
を
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
も

取
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
大
任
町
の
決

ま
り
で
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
と

住
民
に
説
明
し
ま
し
た
が
、
他
町
村

で
そ
れ
を
受
け
入
れ
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
等
に
積

ん
で
回
収
し
て
く
れ
る
町
村
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
私
の
耳
に
も
入
っ
て

き
て
い
ま
す
。特
に
少
子
高
齢
化
で
、

高
齢
者
に
つ
い
て
は
木
や
枝
が
出
た

場
合
に
は
高
齢
者
は
処
分
が
で
き
な

い
。
ぜ
ひ
将
来
に
向
け
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

○
住
民
課
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
頼
ん
で
片
付
け
て
も
ら
っ
た

と
い
う
方
が
い
ま
し
た
の
で
、
一
例

と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

で
数
十
年
も
働
い
た
か
ら
と
言
っ
て
、

退
職
し
て
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
に
参
加

し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク

を
持
っ
て
い
る
人
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
参

加
し
、
草
刈
り
機
を
持
っ
て
い
る
人
は

草
刈
り
機
で
参
加
し
、
燃
料
な
ん
か

も
自
分
で
持
っ
て
行
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
大
任
町
も
早
く
そ
う
な
れ
ば
い

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。
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議 会 本 会 議
19 日開会（審議経過）

議会からのお知らせ

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

次
谷　

隆
澄

　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
30
年
３

月
の
予
定
で
す
。

日
程
第
１
～
日
程
第
10

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　
12
月
15
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
12
月
15

日
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
総
務
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り

４
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　

12
月
15
日
の
議
会
本
会
議
で
付

託
さ
れ
た
６
議
案
に
つ
い
て
、
12
月

18
日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常

任
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お

り
６
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
48
号　

大
任
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
49
号　

大
任
町
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
50
号　

大
任
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
及
び
管
理
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
51
号　

大
任
町
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
議
案
第
52
号　

大
任
町
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
53
号　

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

・
議
案
第
54
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
55
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
56
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
57
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
10
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

　
日
程
第
11「
追
加
議
案
」

・
議
案
第
58
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

10
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

24
億
８
千
９
百
16
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
平
成
29
年
第
６
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
～
20
日
、「
議
会
議
員

視
察
研
修
」を
行
い
ま
し
た
。
内
容

は
、
本
町
に
田
川
市
郡
広
域
で
じ
ん

芥
処
理
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
伴

い
、
福
岡
県
久
留
米
市「
宮
ノ
陣
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」・
大
分
県
別
府

市「
藤
ヶ
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
」を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。
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